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保存温度

項目コード 項目名 採取容器 必用量 検査方法 基準値
区分

実施料
報告
日数

備考 外注先

3M2050000023041 μg/mL

3L0050000023041 μg/mL

3L8000000022204 ng/mL

3L8970000023204 ng/mL

3L8800000023210 μg/mL

3L9050000023204 ng/mL

シベンゾリンコハク酸塩
3L8980000022204 ng/mL

3L8990000022210 μg/mL

3L8020000022210 ng/mL

3L7650000023041 ng/mL

3L8900000023041 μg/mL

3L8650000023024 μg/mL

3L8750000023024 μg/mL

3L8960000022204 μg/mL

特薬1
4～7

サンリズム
6

3L896

ヘパリン管
（緑）

0.3(凍結) 470

1175 ピルジカイニド 8 血漿 LC-MS/MS
法

0.2～0.9

特薬1
4～7

静注用キシロカイン
3

3L875

プレイン管 0.3(冷蔵) 470

1527 リドカイン 35 血清
EMIT法

1.5～5.0

特薬1
4～7

リスモダン
6

3L865

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

1887 ジソピラミド 35 血清
EIA法

2～5

特薬1
4～7

アミサリン
6

3L890

プレイン管 0.4(冷蔵) 470

1892 プロカインアミド 35 血清
HEIA法

4～8
（トラフ）

特薬1
1～2

ジゴシン
1

3L765

プレイン管 0.4(冷蔵) 470

1713 ジゴキシン 35 血清
CLIA法

0.8～2.0

特薬1
4～7

ベプリコール
6

3L802

プレイン管 0.3(冷蔵) 470

2556 ベプリジル 35 血清 LC-MS/MS
法

250.0～
800.0

特薬1
4～7 3

3L899

ヘパリン管
（緑）

0.2(凍結) 470

7203 ピルメール 8 血漿 LC-MS/MS
法

最小有効血漿中
濃度0.40と推定

特薬1
4～7

シベノール
6

3L898

ヘパリン管
（緑）

1.1(凍結) 470

1227 コハク酸シベンゾリン 8 血漿
HPLC法

70～250
（トラフ）

特薬1 4～7 タンポコール
6

3L905

プレイン管 0.3(凍結) 470

1226 フレカイニド 35 血清 ＬＣ-ＭＳ／Ｍ
Ｓ法

治療有効濃度
200.0～
1000.0

治療有効濃度
0.50～2.00

特薬1
4～7

メキシチール
6

3L880

プレイン管 0.5(冷蔵) 470

3L897

ヘパリン管
（緑）

0.5(冷蔵) 470

1500 メキシレチン 35 血清 LC-MS/MS
法

LC-MS/MS
法

50～1500
（トラフ）

特薬1
4～7

プロノン
6

投与直前
（トラフ）

特薬1
4～7

アンカロン
6

3L800

ヘパリン管
（緑）

0.5(冷蔵) 470

不

整

脈

・

ジ

キ

タ

リ

ス

製

剤

1901 アミオダロン 8 血漿 LC-MS/MS
法

1225 プロパフェノン 8 血清

生化Ⅰ
4～7

カロナール、パラセタモール、

ピレチノール
4

3L005

プレイン管 0.4(冷蔵) 180
＊1

1232 アセトアミノフェン 35 血清
EIA法

中毒域
4時間　200.1以上
8時間　100.1以上
12時間　50.1以上

３～5
アスピリン

6

3M205

プレイン管 0.4(冷蔵) 470

薬物検査

解

熱

鎮

痛

剤

1836 サリチル酸 35 血清
酵素法

抗リウマチ薬と
して150～300
（トラフ）

特薬1

＊1 アセトアミノフェン 同一の患者につき、1月以内に2回以上行った場合は、第1回目の測定を行ったときに1回に限り算定する。
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